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９月定
例

市 議 会９月定
例

市 議 会

大規模プロジェクト推進より大規模プロジェクト推進より
　　　  市民の暮らし優先の市政　　　  市民の暮らし優先の市政へ！
大規模プロジェクト推進より
　　　  市民の暮らし優先の市政へ！

今年もがんばります
　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
春
の
府
会

議
員
選
挙
や
暮
れ
の
知
事
選
挙
な

ど
、
大
き
な
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
と
く
に
昨
年
は

東
日
本
大
震
災
や
12
号
台
風
な
ど

未
曾
有
の
自
然
災
害
も
あ
り
ま
し

た
。
市
内
の
関
係
者
の
み
な
さ
ん

に
、
あ
ら
た
め
て
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
２
０
１
０
年
度
に
茨
木
市

は
老
人
・
障
害
者
医
療
費
単
独
助

成
の
廃
止
、
下
水
道
料
金
の
引
き

上
げ
と
い
っ
た
暮
ら
し
の
予
算
を

犠
牲
に
す
る
一
方
、
７
・
７
億
円

の
黒
字
を
計
上
し
ま
し
た
。
さ
ら

に「
後
年
度
の
財
政
負
担
の
軽
減
」

と
称
し
て
55
億
円
も
の
財
源
を
積

立
金
の
積
み
増
し
や
必
要
な
市
債

発
行
の
中
止
な
ど
に
回
し
、
立
命

館
大
学
茨
木
移
転
や
Ｊ
Ｒ
総
持
寺

新
駅
な
ど
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
備
え
る
財
政
運
営
に
終
始
し
ま

し
た
。こ
う
し
た
中
で
も
11
年
度
、

党
市
議
団
は
「
市
民
の
暮
ら
し
優

先
の
財
政
運
営
を
」
と
主
張
し
、

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
乳
幼
児

医
療
費
助
成
小
学
校
３
年
生
ま
で

の
拡
充
、
妊
婦
健
診
公
費
負
担
の

拡
充
、
病
児
保
育
事
業
の
拡
充
、

小
学
校
普
通
教
室
エ
ア
コ
ン
設
置

な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

明
け
て
２
０
１
２
年
。
今
年
も

原
発
ゼ
ロ
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
進
め
、
ま
た
消
費
税
増

税
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど
国
の
悪
政

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
層
力
を

合
わ
せ
、市
民
犠
牲
を
や
め
さ
せ
、

国
保
料
・
介
護
保
険
料
の
引
き
下

げ
や
、
こ
の
間
22
億
円
も
後
退
し

た
教
育
予
算
の
復
元
、
と
り
わ
け

公
民
館
の
コ
ミ
セ
ン
化
阻
止
や
公

契
約
条
例
制
定
、
阪
急
・Ｊ
Ｒ
駅

や
駅
周
辺
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年　

元
旦

日
本
共
産
党
茨
木
市
会
議
員
団

謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

十
二
月
定
例
市
議
会
報
告

社
会
教
育
切
り
捨
て
・
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
財
源
づ
く
り
で
あ
り
、
事

実
上
の
公
民
館
廃
止
で
あ
る
公
民
館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
は
中
止
せ
よ

立
命
館
大
茨
木
進
出
へ
の
市
財
政
支
援
は
移
転
規
模
に
見
合
っ
た
内
容
に

        

ホ
ー
ル
な
ど
大
学
の
市
民
開
放
施
設
は
市
民
が
利
用
可
能
な
施
設
運
営
を

　

12
月
議
会
に
お
い
て
、「
公
民
館
の
コ
ミ
セ
ン

化
」
第
一
弾
と
し
て
、
現
在
の
三
島
公
民
館
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

（
条
例
施
行
は
４
月
１
日
か
ら
）

　

そ
も
そ
も
公
民
館
は
社
会
教
育
の
実
践
の
場
と

し
て
の
講
座
や
学
習
等
を
事
業
と
し
て
行
う
場
で

あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
地
域
交
流
施

設
（
主
と
し
て
貸
し
館
業
務
）
で
あ
り
、
そ
の
目

的
は
、
ま
っ
た
く
違
う
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
発
展
・
充
実
さ
せ
る
と
い
う

の
が
本
来
の
あ
り
方
で
す
。
利
用
者
に
と
っ
て
の

問
題
は
、
市
が
主
催
す
る
社
会
教
育
事
業
が
廃
止

さ
れ
、
利
用
料
金
が
大
幅
に
引
き
上
が
る
こ
と
で

す
。（
表
参
照
）

● コミセン化による利用料金
　 引き上げ額
＜会議室＞
午前300円 , 午後及び夜間400円
　　　　　　→午前 , 午後 , 夜間各区分800円

＜和室＞
午前350円 , 午後及び夜間450円
　　　　　　→午前 , 午後 , 夜間各区分1200円

＜実習室＞
午前350円 , 午後及び夜間500円
　　　　　　→午前 , 午後 , 夜間各区分1600円

＜多目的室＞
午前600円 , 午後及び夜間800円
　　　　　　→午前 , 午後 , 夜間各区分2000円

　

昨
年
、
立
命
館
大
茨
木
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
が
発
表

さ
れ
た
当
時
は
３
学
部
１
万
人
の
進
出
規
模
と
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
程
、
大
学
理
事
会
が
２

学
部
６
千
人
程
度
に
す
る
と
決
定
し
ま
し
た
。
市
に

対
し
「
当
初
予
想
で
の
進
出
が
望
め
な
い
以
上
、
市

の
支
援
負
担
も
市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
最
小
限
に

と
ど
め
る
べ
き
」
と
主
張
し
ま
し
た
。
市
は
「
将
来

は
さ
ら
な
る
展
開
を
期
待
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
規

模
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
く
」
と
強
弁
し
ま

し
た
。

　

ま
た
市
民
開
放
施
設
に
つ
い
て
、
大
学
と
交
わ
す

協
定
書
・
覚
書
で
は
用
地
は
市
が
買
い
上
げ
、
図
書

館
、
大
ホ
ー
ル
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
地
域
連
携
施
設

な
ど
は
大
学
が
施
設
を
建
設
し
、
市
が
１
／
３
程
度

の
財
政
支
援
を
行
う
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
学

が
建
設
す
る
大
学
管
理
の
施
設
と
な
る
と
、
市
民
が

期
待
を
寄
せ
て
い
る
大
ホ
ー
ル
な
ど
は
「
大
学
利
用

で
満
杯
」
と
な
り
、
市
民
開
放
が
実
質
で
き
な
い
可

能
性
が
大
で
す
。
現
に
高
槻
市
に
進
出
し
た
関
大
で

も
市
民
開
放
施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
も
の
の
開
学

か
ら
２
年
経
過
し
て
も
、
ホ
ー
ル
や
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
民

が
施
設
を
し
っ
か
り
利
用
で
き
る
よ
う
、
市
に
対
し

「
市
民
開
放
施
設
は
市
民
の
利
便
性
向
上
に
役
立
つ

共
存
共
栄
で
き
る
施
設
運
営
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

市
は
「
施
設
は
市
民
が
利
用
で
き
る
こ
と
を
前
提
に

建
設
し
て
い
く
し
、
大
学
も
そ
の
認
識
に
あ
る
。」

と
答
弁
し
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
い
て
市
民
の
声
を
届

け
ま
す
。
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のお知らせ

公
立
保
育
所
８
ヶ
所
民
営
化
に
よ
る
、

　
　
　
　

 

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
減
少
額
を
明
ら
か
に
せ
よ

市
会
議
員

あ
じ
ち
洋
子

電
話（
６
３
３
）５
９
４
６

定例法律相談
毎月第一、第三金曜日開催

１月20日（金） 

２月17日（金） 

あるいは、党市会議員に直接ご連絡を

2月　3日（金） 場所・時間は、いずれも福祉文化会館
午後６：３０から

党市委員会事務所  ６２２－１１６８
党議員団控室　　  ６２１－８５３４

　

今
の
茨
木
市
の
財
政
運
営
は
当
面
、
立
命
館
大
茨
木

移
転
と
J
R
新
駅
建
設
の
た
め
の
財
源
約
80
億
円
を
、

市
民
犠
牲
を
中
心
に
毎
年
約
７
〜
８
億
円
程
度
を
削
減

し
、
毎
年
の
黒
字
繰
越
金
15
億
円
（
年
度
末
隠
し
財
源

約
10
億
円
を
含
む
）
と
あ
わ
せ
た
財
源
約
22
億
円
の
約

７
割
は
立
命
館
と
Ｊ
Ｒ
新
駅
の
た
め
の
財
源
と
し
て

「
積
立
金
の
積
み
増
し
」
と
「
起
債
発
行
の
抑
制
」
に

回
し
、
約
３
割
は
新
規
の
施
策
実
施
に
回
す
と
い
う
や

り
方
で
す
。
日
本
共
産
党
は
立
命
館
と
Ｊ
Ｒ
新
駅
の
財

源
つ
く
り
の
た
め
の
市
民
犠
牲
を
止
め
、
立
命
館
と
Ｊ

Ｒ
新
駅
の
た
め
の
財
政
支
出
を
精
査
す
る
と
共
に
、
必

要
な
財
源
は
起
債
発
行
を
中
心
に
手
当
て
す
る
こ
と
。

ま
た
と
く
に
街
路
と
幹
線
道
路
建
設
予
算
を
一
時
凍
結

し
て
、
主
と
し
て
駅
前
整
備
と
教
育
予
算
復
元
に
回
せ

と
主
張
し
て
い
ま
す
。
市
は
「
黒
字
が
出
て
も
市
債
の

発
行
抑
制
や
土
地
の
購
入
に
活
用
し
て
い
く
。
市
単
独

事
業
は
い
ろ
ん
な
観
点
で
見
直
し
、
新
し
い
施
策
に
充

当
し
て
い
く
」
と
答
え
、
市
民
犠
牲
を
強
行
す
る
行
財

政
運
営
の
継
続
を
明
確
に
し
ま
し
た
。

「
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源
作
り
を

優
先
し
、
市
民
犠
牲
強
行
の
財
政
運
営
は

止
め
よ
」
党
市
会
議
員
団
が
主
張

２
万
人
を
超
え
る
子
育
て
施
策
の

充
実
を
求
め
る
請
願
署
名
を
、

オ
ー
ル
与
党
が
不
採
択
に ―

市
民
の
願
い
に
応
え
て
、
切
実
な

請
願
を
採
択
せ
よ
と
強
く
主
張

　

今
年
も
子
育
て
関
係
団
体
が
取
り
組
ん

で
い
る
「
保
育
・
学
童
保
育
、
子
育
て
支

援
施
策
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
」
が
、
２

万
筆
余
の
署
名
と
と
も
に
1
2
月
議
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
「
趣
旨
は
賛

同
で
き
る
が
個
別
項
目
に
つ
い
て
は
反
対

で
あ
る
」
と
、
自
民
・
保
守
系
、
民
主
・

公
明
ら
の
反
対
に
よ
り
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。
今
、
茨
木
市
議
会
は
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
党
議
員
団
は
趣

旨
採
択
や
部
分
採
択
に
よ
っ
て
、
市
民
の

専門の弁護士が相談に応じます。かならず事前にご予約下さい

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
に

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
で
き
る
こ
と
を
認
め
る

市
会
議
員

朝
田
み
つ
る

電
話（
６
２
７
）０
１
７
６

Ｊ
Ｒ
駅
舎
や
駅
周
辺
地
域
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
促
進
を

市
会
議
員

畑
中
た
け
し

電
話（
６
２
６
）５
２
３
９

今年も皆さんとともに草の根からがんばります
　

公
立
保
育
所
８
ヶ
所
の
民
営
化
に
よ
り
、
公
立
入
所
者
が
減
っ
た
こ
と
で
、
国
か
ら
の
地

方
交
付
税
の
算
定
に
３
・
７
億
円
も
減
額
（
党
議
員
団
試
算
）
の
影
響
が
出
て
い
る
事
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
市
に
対
し
、
民
営
化
に
よ
る
市
財
政
へ
の
影
響
額
を
市
民
に

明
ら
か
に
せ
よ
と
求
め
ま
し
た
。
し
か
し
市
は「
民
営
化
す
る
と
交
付
税
も
当
然
減
っ
て
い
く
」

と
影
響
を
認
め
ま
し
た
が
、
具
体
的

な
減
少
額
に
つ
い
て
は
答
弁
を
拒
否

し
、
説
明
責
任
を
放
棄
し
ま
し
た
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
て
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
創
設
に
つ
い
て
、

「
で
き
な
い
」
と
い
う
答
弁
を
繰
り
返
す
市
に
対
し
て
、
全
国
の
実
例
も
あ
げ
て
再
度
追
及
。

市
は
「
効
果
促
進
事
業
の
中
で
・
・
・
他
府
県
で
も
そ
う
い
う
形
で
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
制
度
的
に
は
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
認
め
、「
で
き
な
い
」
の
は
大
阪
府
の
取
っ
て
い

る
特
異
な
態
度
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
府
の
態
度

を
変
え
る
世
論
・
運
動
が
必
要
で
す
。

　

Ｊ
Ｒ
駅
西
口
周
辺
の
整
備
は
万
博
当
時
に
整
備
さ
れ
た
ま
ま
、
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
状

態
で
す
。
立
命
館
大
進
出
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
の
平
面
移
動
、
駅
舎
内
外

の
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
、
郵
便
局
前
・
府
道
西
駅
前
交
差
点
改
良
な
ど
総
合
的
な
整
備
計

画
を
早
急
に
策
定
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。
市
は
「
交
差
点
改
良
に
向
け
、
府
や
警
察
に
強

く
要
望
し
て
い
く
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
鉄
道
事
業
者
と
協
議
し
て
い
く
。
さ
ま

ざ
ま
な
活
用
メ
ニ
ュ
ー
を
検
討
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

請
願
に
応
え
ら
れ

る
議
会
に
な
る
よ

う
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
決
意
で

す
。

　保育制度の見直しにあたって保護者、保育現
場、自治体等の意見を十分に尊重するよう求める
内容を盛り込んだ意見書を始め、歯科治療の保健
適用範囲拡大、高齢者・障害者の歯科口腔の健康
維持のための在宅検診充実などを求める意見書、
子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチン等公
的助成や障害者自立支援対策臨時特例交付金など
予算措置の継続を求める意見書について、日本共
産党も賛成して可決・採択されました。

子ども・子育て新システムに関
する意見書など３意見書を採択


